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九条の会・兵庫県医師の会市民講演会「アジア・太平洋戦争の真実」

戦争であらわになる格差戦争であらわになる格差
　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
実
相
を
学
び
、
戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
決
意
を
―
―
。
協
会
は
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
と
共
催

で
、
４
月
30
日
に
吉
田
裕
・
一
橋
大
学
名
誉
教
授
を
招
き
、
市
民
講

演
会
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
真
実
―
兵
士
・
民
衆
か
ら
見
た
戦

争
」
を
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
。
医
師
・
歯
科
医

師
・
市
民
ら
69
人
が
参
加
し
た
。

　

吉
田
氏
は
、
戦
争
や
軍
隊
を
民

衆
史
・
社
会
史
か
ら
捉
え
、
戦
場

の
リ
ア
ル
な
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
を
行
っ
て
き
た
と
前
置
き

し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
経

過
や
戦
没
死
の
実
態
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　

ま
ず
戦
局
の
推
移
に
つ
い
て

は
、
開
戦
時
の
日
本
陸
海
軍
の
戦

力
は
ア
メ
リ
カ
を
上
回
っ
て
い
た

が
、
国
民
総
生
産
は
日
米
間
で
11

・
８
倍
も
の
差
が
あ
っ
た
た
め
、

開
戦
後
に
日
米
間
の
戦
力
格
差
が

拡
大
し
、
１
９
４
４
年
11
月
に
は

米
軍
に
よ
る
日
本
本
土
へ
の
空
襲

総
力
戦
を
展
開
し
た
た
め
に
、
民

生
部
門
を
圧
迫
し
国
民
生
活
が
悪

化
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
し

た
。

　

ま
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後

期
に
は
戦
地
へ
の
補
給
が
途
絶
。

軍
人
・
軍
属
２
３
０
万
人
の
う
ち

約
６
割
は
、
餓
え
が
原
因
で
あ
る

戦
病
死
だ
と
推
定
さ
れ
る
が
、
准

士
官
以
上
で
は
乾
パ
ン
が
特
配
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
死
亡
率
が
下

が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
米
軍

に
よ
る
空
襲
で
も
、
人
口
が
密
集

す
る
下
町
は
山
の
手
に
比
べ
て
死

亡
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
民
間

人
に
お
い
て
も
貧
し
い
人
ほ
ど
命

を
落
と
す
と
い
う
不
平
等
が
、
戦

争
で
起
こ
っ
た
こ
と
だ
と
説
明
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
不
平
等

の
経
験
か
ら
、
格
差
是
正
を
求
め

る
声
が
戦
後
民
主
主
義
の
中
で
定

着
し
た
と
解
説
し
た
。

　

質
疑
応
答
も
活
発
に
な
さ
れ

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て

は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
実

態
を
深
く
知
る
こ
と
で
戦
争
が
凄

惨
を
極
め
る
こ
と
を
リ
ア
ル
に
想

像
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
上

で
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
軍
拡
競
争
で
は
な
く
憲
法
９
条

に
基
づ
く
平
和
外
交
が
重
要
に
な

る
と
強
調
。
ま
た
、
軍
隊
に
お
い

て
も
口
腔
衛
生
は
軽
視
さ
れ
て
お

り
、
従
軍
す
る
歯
科
医
師
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
民
間
療
法
が
流
行

す
る
な
ど
、
戦
後
で
も
健
康
面
で

影
響
を
与
え
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
た
。

が
始
ま
り
、
敗
戦
必
至
と
な
っ
た

と
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
戦
没

者
数
３
１
０
万
人
の
う
ち
９
割
が

１
９
４
４
年
以
降
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
本
政
府
の
戦
争

終
結
決
意
が
遅
れ
た
た
め
に
、
膨

大
な
数
の
国
民
の
命
が
奪
わ
れ
た

と
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
兵
士
の
体
格
の
推
移
に

つ
い
て
解
説
。
１
９
３
５
年
ま
で

は
20
歳
男
子
の
平
均
身
長
・
体
重

は
一
貫
し
て
上
昇
し
た
が
、
国
民

の
体
力
向
上
が
急
務
と
な
っ
た
日

中
戦
争
開
戦
後
は
、
平
均
身
長
・

体
重
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ

75歳以上窓口負担２倍化
中止を求める署名

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

4.21 国会要請行動 ２面

研
面
究 ４面診内研より
小児救急外来　ただいま診断中

審査対策部だより
エリキュース錠の減点・復活事例 ３面

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
実
際
に
つ
い
て
語
る
吉
田
氏

▲署名用紙

アスベスト見落とし再発防止へ　　　　
きちんと検証すべきと語る武村副理事長

　

中
央
区
の
神
戸
市
営
住
宅
（
下

山
手
４
号
棟
）
の
解
体
工
事
で
、

危
険
な
ア
ス
ベ
ス
ト
の
見
落
と
し

・
調
査
結
果
の
不
一
致
が
協
会
の

指
摘
に
よ
り
発
覚

し
た
問
題
に
つ
い

て
４
月
25
日
、
毎

日
放
送
の
よ
ん
チ

ャ
ン
Ｔ
Ｖ
内
コ
ー

ナ
ー
「
憤
マ

ン
！
」
で
放
送
さ

れ
た
。

　

番
組
は
10
分
以

上
の
時
間
を
使

い
、「
市
営
住
宅

の
ア
ス
ベ
ス
ト

〝
見
落
と
し
〞
３

回
の
調
査
で
解
体

工
事
は
５
億
円

増
」
と
題
し
て
本

問
題
を
く
わ
し
く

特
集
し
て
い
る
。

　

「
兵
庫
県
保
険
医
協
会
が
１
階

部
分
の
『
電
気
室
』
の
ア
ス
ベ
ス

ト
の
調
査
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
施
工
業
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
見

落
と
し
が
発
覚
」
と
協
会
の
指
摘

に
よ
り
こ
の
問
題
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
を
紹
介
。
市
営
住
宅
近

く
に
あ
る
生
田
診
療
所
の
武
村
義

人
所
長
（
協
会
副
理
事
長
）
が
現

地
を
案
内
す
る
様
子
や
コ
メ
ン
ト

を
交
え
な
が
ら
、
神
戸
市
が
見
落

と
し
を
受
け
工
事
を
延
期
し
た
こ

と
、
複
数
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
が

行
わ
れ
た
が
多
数
の
箇
所
で
調
査

に
よ
っ
て
結
果
が
異
な
り
、
原
因

が
不
明
の
ま
ま
１
回
で
も
ア
ス
ベ

ス
ト
「
あ
り
」
と
結
果
が
出
た
と

こ
ろ
に
一
律
で
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理

を
実
施
す
る
と
し
た
結
果
、
当
初

２
億
円
だ
っ
た
契
約
金
額
が
５
億

円
増
の
７
億
円
超
に
膨
ら
ん
だ
こ

と
な
ど
こ
の
間
の
経
過
を
く
わ
し

く
解
説
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
結
果
が
異
な

る
こ
と
に
つ
い
て
、
協
会
は
第
三

者
委
員
会
に
よ
る
検
証
を
求
め
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
専

門
家
で
あ
る
東
京
女
子
大
学
の
広

瀬
弘
忠
名
誉
教
授
の
「
市
と
し
て

は
き
ち
ん
と
し
た
検
証
を
す
べ

き
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
、

「
今
後
も
老
朽
化
し
た
建
物
が
増

え
る
な
か
、
な
ぜ
ア
ス
ベ
ス
ト
の

見
落
と
し
が
発
生
し
た
か
も
含
め

て
再
検
証
す
る
べ
き
」
と
い
う
武

村
先
生
の
コ
メ
ン
ト
で
コ
ー
ナ
ー

を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

こ
の
放
送
は
、
番
組
のYou

Tube

か
ら
視
聴
可
能
。
左
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

日　時　５月29日（日）13時30分～16時
特別講演　 「健康の社会的要因（SDH）とは～コロナ禍での健康相談の

経験を交えて～」
　　　　　順天堂大学教授・医学教育科　武田裕子先生
ビデオメッセージ　NPO法人ほっとプラス理事　藤田孝典氏
特別報告　「高齢者の医療費『２倍化』をとめよう」
　　　　　全国保険医団体連合会　住江憲勇会長
主　催　神奈川県保険医協会
共　催　千葉県保険医協会、兵庫県保険医協会

オンラインイベントは、https://www.youtube.com/
watch?v=um67a8MTl9Uにて配信。右のQRコードからも
ご参加いただけます。
企画についてのお問い合わせは、☎078－393－1807まで

5/11現在

8,692筆
ぜひご協力くださ
い。
お問い合わせは、
☎078－393－1807
まで

神
戸
市
営
住
宅
ア
ス
ベ
ス
ト
見
落
と
し
問
題

武
村
副
理
事
長
が
出
演

毎
日
放
送「
憤
マ
ン
！
」で
特
集

コーナー視聴はこちら

頭
痛
や
胃
痛
が
、
頭
痛
症
、
胃
痛

症
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、

舌
痛
症
の
症
状
は
単
純
で
は
な
く

実
に
多
様
だ
。
舌
痛
以
外
に
も
、

味
覚
異
常
や
口
唇
、
歯
肉
、
咽
頭

な
ど
の
違
和
感
を
訴
え
る
こ
と
か

ら
、
耳
鼻
科
を
受
診
す
る
と
咽
喉

頭
異
常
感
症
と
診
断
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
病
名
は
、
咽
喉
頭

部
の
異
常
な
感
覚
を
訴
え
る
疾
患

と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
舌

痛
症
も
〝
口
腔
粘
膜
異
常
感
症
〞

に
変
更
す
れ
ば
、
患
者
が
理
解
し

や
す
く
な
る
だ
ろ
う
▼
ア
ス
ピ
リ

ン
喘
息
は
も
っ
と
深
刻
だ
。
Ｃ
Ｏ

Ｘ
―
１
阻
害
作
用
を
持
つ
鎮
痛
薬

の
服
用
に
よ
り
重
篤
な
喘
息
発
作

が
誘
発
さ
れ
る
疾
患
で
あ
り
、
適

切
な
治
療
が
な
け
れ
ば
命
に
関
わ

る
。
多
く
の
解
熱
鎮
痛
薬
が
該
当

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ス
ピ

リ
ン
だ
け
に
誘
発
さ
れ
る
過
敏
症

と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
正

確
な
病
名
に
改
変
す
る
動
き
が
あ

る
。
人
の
命
を
守
る
た
め
に
必
要

な
努
力
で
あ
る
▼
逆
に
、
正
確
な

名
前
か
ら
あ
や
ふ
や
な
名
称
に
変

更
し
よ
う
と
い
う
の
が
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」
だ
。
自
民
党
は
受
動

的
な
意
味
合
い
を
持
つ
「
反
撃
能

力
」
へ
の
改
変
を
政
府
に
提
言
し

た
。
こ
ち
ら
は
わ
ざ
と
誤
っ
た
印

象
を
植
え
付
け
る
こ
と
を
目
論
ん

で
い
る
よ
う
だ
。
提
言
に
は
、
攻

撃
対
象
を
基
地
に
限
定
せ
ず
指
揮

統
制
機
能
を
含
め
る
こ
と
も
盛
り

込
ま
れ
た
▼
防
衛
費
も
倍
額
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
２
％
超
を
目
指
す
と
い
う
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗

じ
た
火
事
場
泥
棒
的
な
軍
拡
は
、

近
隣
国
と
の
軋
轢
を
さ
ら
に
増
大

さ
せ
る
も
の
で
、
断
じ
て
許
せ
な

い
。
曖
昧
な
診
断
や
治
療
は
病
状

を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
だ
。 

（
九
）

　

歯
科
に
は
舌
痛
症

と
い
う
不
思
議
な
名

前
の
疾
患
が
あ
る
。

症
状
が
そ
の
ま
ま
病

名
に
な
っ
て
お
り
、

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ
せ
て

67
人
が
参
加　
　
　
　
　
　
　

な
い
と
、
資
料

を
示
し
な
が
ら

説
明
し
た
。
こ

れ
は
、
紡
績
業

な
ど
の
軽
工
業

中
心
だ
っ
た
国

内
工
業
に
つ
い

て
、
日
中
戦
争

開
戦
前
後
よ
り

軍
需
産
業
化
を

急
速
に
進
め
て
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「
２
割
化
中
止
」
署
名

国
会
議
員
へ
引
き
受
け
要
請

４
・
21
国
会
要
請
行
動

盛
山
議
員
（
①
左
）、
山
下
議
員
（
②
中
央
）、
大
門
議
員
（
③
中
央
）、
菊
田
議
員
（
④
右
）
に
要
請
す
る
白
岩
副
理
事
長
（
①
右
）
と
川
西
副
理
事
長
（
②
右
）

〈その３〉歯科歯科
新点数新点数ＱＱＡＡ＆＆

〈新型コロナにおける電話診療〉
Ｑ１　自宅・宿泊療養を行っている者に対
して、保健所等から健康観察に係る委託を
受けているものまたは「診療・検査医療機
関」として兵庫県から指定され、その旨が
公表されている医療機関が、電話や情報通
信機器を用いて新型コロナウイルス感染症
に係る診療を行った場合、二類感染症患者
入院診療加算の２倍の点数（500点）を４
月末まで算定できるとされていたが、５月
以降はどうなるのか。
Ａ１　自宅・宿泊療養を行っている者であ
り、かつ、重症化リスクの高い者※に対し
て、医師が電話等を用いて新型コロナウイ
ルス感染症に係る診療を行った場合に、５
月１日から７月31日までの間、当該患者に
対して主として診療を行っている保険医が
属する一つの保険医療機関において、「新
型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上
の臨時的な取扱いについて（その10）」（令
和２年４月10日）の３に掲げる点数（「電
話等による診療」147点）を、１日につき
１回算定できます。
※「重症化リスクの高い者」
①65歳以上の患者
②40歳以上65歳未満の者のうち、次の重症
化リスク因子を複数持つ患者
　ワクチン未接種（ワクチン接種が１回の
みの者も含む）、慢性閉塞性肺疾患、糖尿
病、脂質異常症、高血圧症、慢性腎臓病、
悪性腫瘍、肥満（BMI30以上）、喫煙、固
形臓器移植後の免疫不全

③妊娠している患者
Ｑ２　電話や情報通信機器を用いて新型コ
ロナウイルス感染症の確定患者に対して診
療を行った場合の二類感染症患者入院診療
加算（250点）との併算定は可能か。
Ａ２　併算定可能です。

〈新点数の運用について〉
Ｑ３　初診料「電子的保健医療情報活用加
算」について、電子資格確認を行った結
果、患者の診療情報等が存在しなかった場
合は、ただし書の「当該患者に係る診療情
報等の取得が困難な場合」に該当するの
か。
Ａ３　該当します。
Ｑ４　短期滞在手術等基本料１の「イ　麻
酔を伴う手術を行った場合」における「麻
酔」とは、具体的には何を指すのか。
Ａ４　L009麻酔管理料（Ⅰ）およびL010
麻酔管理料（Ⅱ）の対象となる、L002硬
膜外麻酔、L004脊髄麻酔、L008マスクま
たは気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔
を指します。
Ｑ５　短期滞在手術等基本料１の施設基準
における「短期滞在手術等基本料に係る手
術（全身麻酔を伴うものに限る）が行われ
る日において、麻酔科医が勤務しているこ
と」について、「全身麻酔」とは、具体的
には何を指すのか。
Ａ５　L007開放点滴式全身麻酔および
L008マスクまたは気管内挿管による閉鎖
循環式全身麻酔を指します。

〈歯科部分パノラマ断層撮影〉
Ｑ１　新設された歯科部分パノラマ断層撮
影について、５月に追加で保険適用された
装置が知りたい。
Ａ１　2022年５月１日付で、デンツプライ
シロナ（株）「オーソフォス XGプラス」、
カボデンタルシステムズ（株）「カボ OP  
3D」が追加されました。メーカーにお問
い合わせください。

〈歯周病安定期治療（SPT）〉
Ｑ２　2022年３月31日以前に旧歯科点数表
におけるSPT（Ⅱ）を算定していた患者に
ついて、同年４月１日以降にSPTを算定す
る場合、歯周病患者画像活用指導料および
歯周病検査は別に算定可能か。
Ａ２　算定可能です。
Ｑ３　歯周病安定期治療を算定していた患
者について、かかりつけ歯科医機能強化型
歯科診療所の施設基準を満たさなくなり、
届出を取り下げた場合の次回の歯周病安定
期治療の算定は、直近の実施月の翌月の初
日から起算して２月を経過した日以降に可
能ということか。
Ａ３　そのとおりです。

〈かかりつけ歯科医機能強化型
歯科診療所加算（か強診）〉

Ｑ４　か強診の施設基準届出済みの場合
に、どんな加算点数があるのか？
Ａ４　①歯周病安定期治療（SPT）：か強
診加算＋120点
②歯科疾患管理料のエナメル質初期う蝕管
理加算：初期う蝕＋260点

③歯科疾患管理料の長期管理加算：長期＋
120点
④歯科訪問診療料１（20分以上）の歯科訪
問診療移行加算：訪移行＋150点
⑤歯科訪問診療料の歯科訪問診療補助加
算：訪補助＋115点（同一建物１人のみ）、
＋50点（同一建物複数）
⑥在宅患者訪問口腔リハビリテーション指
導管理料（訪問口腔リハ）：＋75点
⑦小児在宅患者訪問口腔リハビリテーショ
ン指導管理料（小訪問口腔リハ）：＋75点
Ｑ５　か強診の施設基準をこれから届け出
する予定だが、施設基準通知に、①「過去
１年間にSPTまたは歯周病重症化予防治療
（Ｐ重防）をあわせて30回以上算定してい
ること」とあるが、旧歯科点数表における
SPT（Ⅰ）、SPT（Ⅱ）およびＰ重防の算定
実績を含めてよいか、②「過去１年間に、
フッ化物歯面塗布処置（Ｆ局）、または初
期う蝕をあわせて10回以上算定しているこ
と」とあるが、Ｆ局というのはCe病名の
130点だけが対象か。
Ａ５　①届出を行う日から過去１年間に算
定したものに限り含めることが可能。ま
た、過去１年未満でも算定実績回数を満た
せばよいです。
②Ｆ局には、Ce病名の130点以外にも、う
蝕多発傾向者（Ｃ管理中）の110点、初期
の根面う蝕患者（根Ｃ）の110点も該当し
ます。なお、2022年４月改定で新設され
た、「歯科疾患管理料を算定し初期の根面
う蝕に罹患している65歳以上の患者（根
Ｃ）」についても今後届け出前１年以内の
実績にできます。

　

協
会
は
４
月
21
日
、
診
療
報
酬
の
不
合
理
是
正
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
充
実
、
75
歳
以
上
窓
口
負
担
２
倍
化
の
中

止
な
ど
を
求
め
て
、
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
。
川
西
敏
雄

・
白
岩
一
心
両
副
理
事
長
が
参
加
し
、
盛
山
正
仁
衆
院
議
員
（
自

民
）・
山
下
芳
生
参
院
議
員
（
共
産
）・
大
門
実
紀
史
参
院
議
員
（
共

産
）・
菊
田
真
紀
子
衆
院
議
員
（
立
民
）
と
面
会
し
た
。

を
求
め
た
の
に
対
し
、
盛
山
議
員

は
、「
感
染
を
恐
れ
て
の
受
診
抑

制
も
大
き
い
が
、
経
済
的
な
要
因

も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
生
活
必
需
品

の
物
価
高
の
大
き
な
要
因
は
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
だ
。

一
刻
も
早
い
停
戦
を
願
っ
て
い

る
」
と
し
、
衆
議
院
議
院
運
営
委

　

盛
山
議
員
と
の
面
会
で
は
、
白

岩
副
理
事
長
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
経
済
的

に
苦
し
く
な
っ
た
患
者
の
受
診
抑

制
が
進
み
、
が
ん
の
発
見
が
遅
れ

た
り
、
慢
性
疾
患
が
悪
化
す
る
例

が
あ
る
と
紹
介
。
後
期
高
齢
者
の

医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
の
中
止

員
会
筆
頭
理
事
と
し
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の

国
会
演
説
に
尽
力
し
た
と
述
べ

た
。

　

山
下
議
員
は
、
両
副
理
事
長
か

ら
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口

負
担
２
倍
化
中
止
の
訴
え
に
対

し
、「
年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

中
、
物
価
は
上
昇
し
て
い
る
。
さ

ら
医
療
費
窓
口
負
担
が
増
え
れ

ば
、
高
齢
者
の
健
康
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
こ
れ
ま

で
社
会
を
支
え
て
き
た
高
齢
者
に

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
仕
打
ち
だ
。

ぜ
ひ
協
力
し
て
反
対
し
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。

　

大
門
議
員
と
の
面
談
で
は
、
川

西
副
理
事
長
が
、
医
療
・
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本

経
済
の
好
循
環
を
う
み
だ
す
必
要

が
あ
る
と
協
会
の
政
策
を
展
開
。

大
門
議
員
は
、「
ま
っ
た
く
同
感

だ
」
と
し
た
う
え
で
、
協
会
の
政

策
も
参
考
に
し
な
が
ら
現
在
、
経

済
に
関
す
る
本
を
執
筆
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。「
出
版
の
暁
に
は

ぜ
ひ
ご
講
評
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
し
た
。

　

新
潟
４
区
選
出
の
菊
田
議
員
と

の
面
談
は
、
保
団
連
か
ら
の
要
請

に
応
じ
た
も
の
。
面
談
し
た
川
西

副
理
事
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
高

齢
者
の
窓
口
負
担
２
割
化
を
強
行

す
れ
ば
、
い
っ
そ
う
受
診
抑
制
が

深
刻
化
す
る
。
今
国
会
で
中
止
法

案
を
提
出
、
可
決
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、
菊
田
議
員
は
署
名
の
引

き
受
け
議
員
に
な
る
こ
と
を
快
諾

し
た
。
ま
た
、
白
岩
副
理
事
長
か

ら
の
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
は
患
者
さ
ん
の
本
当
に
切
実
な

要
求
だ
」
と
の
訴
え
に
対
し
、
菊

田
議
員
か
ら
は
「
ど
の
よ
う
な
治

療
を
保
険
収
載
す
べ
き
な
の
か
」

な
ど
具
体
的
な
質
問
が
出
さ
れ
、

や
り
取
り
を
行
っ
た
う
え
で
、

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

加
古
川
市
加
古

川
町
（
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
徒
歩

７
分
）

◇
週
半
日
以
上
の
パ
ー
ト
歯

科
医
師
、
衛
生
士
、
常
勤
歯

科
医
師
、
衛
生
士

◇
委
細
面
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078
―
393
―
１
８
０
９　

協

会
事
務
局
ま
で

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
署
名
に
つ
い
て
も
、

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

議
員
会
館
前
で

負
担
増
中
止
訴
え

　

同
日
昼
に
は
、
参
議
院
議

員
会
館
前
で
「
75
歳
以
上
医

療
費
窓
口
負
担
２
割
化
は
中

止
を
！
」
署
名
提
出
ア
ピ
ー

ル
集
会
を
開
催
。
１
５
０
人

が
参
加
し
、
全
国
50
カ
所
を

ウ
ェ
ブ
で
繋
い
だ
。
集
会
で

は
、
か
け
つ
け
た
国
会
議
員

５
人
に
「
２
割
化
中
止
」
署

名
７
万
筆
を
提
出
。
累
計
で

64
万
７
０
３
９
筆
を
国
会
議
員
に

提
出
し
た
。

国会前で窓口負担増中止をアピールする（左から）
宇佐美宏保団連歯科代表、川西副理事長、住江憲勇
保団連会長、白岩副理事長、杉山正隆保団連理事　

●①

●②

●③

●④

医科保険請求
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感 想 文
　

神
戸
支
部
は
４
月
16
日
、
医
科

・
歯
科
連
携
研
究
会
と
し
て
、

「
歯
周
病
菌
に
よ
る
炎
症
と
認
知

症　

研
究
最
前
線
〜
医
歯
連
携
で

認
知
症
予
防
を
実
現
に
〜
」
を
開

催
。
九
州
大
学
大
学
院
歯
学
研
究

院
口
腔
機
能
分
子
科
学
分
野
・
Ｏ

Ｂ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
武
洲
（
た

け　

ひ
ろ
）
准
教
授
を
講
師
と

し
、
42
人
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
31

人
）
が
参
加
し
た
。
当
日
の
司
会

を
務
め
た
川
西
敏
雄
・
神
戸
支
部

幹
事
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

全
国
保
険
医
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
、
武
先
生
の
こ
と
を
知

り
、
ぜ
ひ
直
接
お
話
を
う
か
が
い

た
い
と
本
研
究
会
を
企
画
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
れ
た
杉
山
正

隆
・
保
団
連
新
聞
部
長
（
福
岡
歯

科
保
険
医
協
会
副
会
長
）
に
座
長

を
お
願
い
し
、
当
日
の
質
疑
応
答

な
ど
見
事
に
進
行
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

武
先
生
か
ら
ご
講
演
の
冒
頭

で
、
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
の

１
位
は
認
知
症
で
あ
る
こ
と
、
認

知
症
の
約
７
割
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
（
以
下
：
Ａ
Ｄ
）
で

あ
る
と
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

講
演
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
点

で
、
①
炎
症
と
Ａ
Ｄ
、
②
歯
周
病

菌
の
Ａ
Ｄ
へ
の
関
与
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
③
認
知
症
予
防
へ
の
総
合
的

考
察
だ
っ
た
。

　

わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
は
、
歯
周

病
な
い
し
は
口
腔
病
変
が

全
身
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
経
験

的
に
感
じ
て
い
た
。
武
先

生
は
、
歯
周
病
と
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
、
動
物
実
験

な
ど
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス

を
通
し
て
体
系
的
に
説
明

さ
れ
た
初
め
て
の
研
究
者

で
あ
ろ
う
。

　

今
後
、
研
究
を
継
続
し
な
が

ら
、
認
知
症
予
防
対
策
と
し
て
の

口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

一
般
の
人
々
へ
の
啓
発
に
も
努
め

た
い
と
発
言
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
杉
山
先
生
は
、
豊
富
な

知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
運
営
を
も

っ
て
、
研
究
会
を
盛
り
立
て
て
い

た
だ
い
た
。
見
出
し
の
〝
夢
あ
る

講
演
〞
は
杉
山
先
生
の
お
言
葉
で

あ
る
。〝
コ
ロ
ナ
禍
〞、〝
歯
科
医

業
の
沈
滞
〞
な
ど
な
ど
暗
い
話
題

が
多
い
中
、
素
晴
ら
し
い
エ
ポ
ッ

ク
の
到
来
を
感
じ
た
と
述
べ
ら
れ

た
。

　

武
先
生
は
最
後
、
質
疑
応
答
の

内
容
も
受
け
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
、
ま
た
神
戸
に
来

た
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

当
日
参
加
さ
れ
た
全
て
の
方
々

に
お
礼
を
申
し
上
げ
て
感
想
文
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
東
灘
区
・
歯
科

 

川
西　

敏
雄
】

神
戸
支
部　

医
科
・
歯
科
連
携
研
究
会

神
戸
支
部　

医
科
・
歯
科
連
携
研
究
会

口
腔
ケ
ア
で
認
知
症
予
防
へ

口
腔
ケ
ア
で
認
知
症
予
防
へ

〝
夢
あ
る
講
演
〞

〝
夢
あ
る
講
演
〞歯

科
と
認
知
症
の
関
係
に
つ
い
て

解
説
す
る
武
先
生　
　
　
　
　
　

劇
場
版
ラ
ジ
エ
ー

シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス　

白岩一心

155

　

集
英
社
「
グ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ン

プ
」
に
て
絶
賛
連
載
中
の
『
ラ
ジ

エ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
』。
２
０
１

９
年
４
月
か
ら
３
カ
月
間
、
フ
ジ

テ
レ
ビ
系
列
、
月
曜
21
時
枠
（
月

９
枠
）
で
放
送
さ
れ
、
２
０
２
１

年
10
月
か
ら
は
シ
ー
ズ
ン
２
も
月

９
枠
で
３
カ
月
間
、
放
送
さ
れ
ま

し
た
。「
放
射
線
技
師
」
と
い

う
、
裏
方
の
活
躍
に
焦
点
を
あ
て

た
新
た
な
医
療
ド
ラ
マ
と
し
て
人

気
を
博
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
の
劇
場
版
を
紹
介

し
ま
す
。「
チ
ー
ム
ラ
ジ
ハ
」
と

呼
ば
れ
る
放
射
線
技
師
た
ち
の
活

躍
の
集
大
成
が
、
映
画
な
ら
で
は

の
ス
ケ
ー
ル
で
描
か
れ
、
日
本
中

を
温
か
な
感
動
と
笑
顔
で
包
み
ま

す
。
人
の
生
死
を
分
け
る
時
間
で

あ
る
「
72
時
間
」
を
す
べ
て
の
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
映
画
が
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

甘
春
総
合
病
院
の
放
射
線
技
師

・
五
十
嵐
唯
織
（
窪
田
正
孝
さ

ん
）
は
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

好
意
を
寄
せ
る
甘
春
杏
（
本
田
翼

さ
ん
）
が
、
放
射
線
科
医
と
し
て

の
診
断
力
や
技
術
力
を
磨
く
た

め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
医
大
へ
留
学
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

「
72
時
間
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
」。
お
別
れ
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
を
胸
に
刻
む
唯
織
の
こ
と

を
、
病
院
内
の
「
ラ
ジ
エ
ー
シ
ョ

ン
ハ
ウ
ス
」
の
メ
ン
バ
ー
は
元
気

付
け
よ
う
と
し
ま
す
が
、 

唯
織
へ

の
秘
め
た
想
い
を
抱
え
る
広
瀬
裕

乃
（
広
瀬
ア
リ
ス
さ
ん
）
だ
け

は
、
自
ら
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
杏
の
父
親
・

正
一
が
危
篤
と
の
連
絡
が
入
り
ま

す
。
無
医
島
だ
っ
た
離
島
に
渡
り

小
さ
な
診
療
所
で
島
民
を
診
て
き

た
医
師
・
正
一
で
し
た
が
、
杏
が

父
の
も
と
に
着
い
て
間
も
な
く

「
病
気
で
は
な
く
、
人
を
見
る
医

者
に
な
り
な
さ
い
」
と
の
言
葉
を

残
し
て
息
を
引
き
取
り
ま
す
。

　

生
前
、
父
が
気
に
掛
け
て
い
た

患
者
さ
ん
の
こ
と
が
気
に
な
り
、

島
に
１
日
残
る
こ
と
に
す
る
杏
。

そ
こ
に
大
型
台
風
が
発
生
、
土
砂

崩
れ
の
発
生
、
そ
し
て
未
知
の
感

染
症
蔓
延
が
襲
い
か
か
り
ま
す
。 

　

遠
く
離
れ
た
地
で
杏
が
孤
軍
奮

闘
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
唯
織

た
ち
は
、
大
切
な
仲
間
を
守
る
た

め
、
苦
し
む
島
民
を
救
う
た
め
、

あ
る
決
心
を
し
ま
す
。
８
人
の
技

師
た
ち
が
選
ん
だ
未
来
と
は
。

「
病
の
写
真
家
」
と
言
わ
れ
る
技

師
の
読
影
や
撮
影
技
術
も
、
別
れ

だ
け
は
視
え
な
か
っ
た
│
？

　

遠
藤
憲
一
さ
ん
、
山
口
紗
弥
加

さ
ん
、
浜
野
謙
太
さ
ん
、
高
嶋
政

宏
さ
ん
、
和
久
井
映
見
さ
ん
な
ど

有
名
な
俳
優
陣
が
出
演
し
て
い
ま

す
。

　

映
画
版
で
描
か
れ
る
の
は
、

「
チ
ー
ム
ラ
ジ
ハ
」
が
史
上
最
大

の
困
難
に
立
ち
向
か
う
物
語
で

す
。
放
射
線
技
師
た
ち
が
、
病
院

内
の
「
ラ
ジ
エ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ

ス
」
を
飛
び
出
し
「
外
の
医
療
世

界
へ
向
か
う
こ
と
」
が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で

は
「
別
れ
だ
け
は
、
視
え
な
か
っ

た
。」
と
い
う
つ
ぶ
や
き
と
と
も

に
、
雨
に
打
た
れ
る
唯
織
（
窪
田

正
孝
さ
ん
）
の
凛
々
し
い
表
情
を

と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

診
療
報
酬
に
は
、
優
秀
な
看
護

師
や
放
射
線
技
師
、
管
理
栄
養
士

な
ど
の
給
与
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
職
と
し
て
有

能
な
人
材
を
確
保
し
て
育
成
す
る

た
め
に
も
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な

引
き
上
げ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
な
い

政
府
の
医
療
費
抑
制
策
に
も
思
い

を
至
ら
せ
な
が
ら
鑑
賞
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ2022横幕智裕・モリタイシ／
集英社・映画「ラジエーション
ハウス」製作委員会　　　　　

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

う
ず
し
お
温
泉
組
合
に
は
、
南

あ
わ
じ
市
観
光
大
使
で
あ
る
歌
手

の
伍
代
夏
子
さ
ん
か
ら
「
様
々
な

縁
で
夫
、
杉
良
太
郎
共
々
た
び
た

び
う
ず
し
お
温
泉
を
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
お
湯
の
素
晴
ら
し
さ
と
自

然
と
食
材
に
魅
了
さ
れ
て
ま
す
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
、
淡
路

島
の
道
の
駅
う
ず
し
お
に
『
鳴
門

海
峡
』
の
歌
碑
を
建
立
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
、
訪
れ
て

ば
か
れ
た
鯛
は
新
鮮

で
、
プ
リ
プ
リ
に
引
き

締
ま
っ
た
身
の
、
鯛
本

来
の
旨
み
が
堪
能
で
き

る
。
玉
ね
ぎ
フ
ォ
ン
デ

ュ
、
鯛
釜
飯
も
お
勧
め

で
、
他
に
車
海
老
、
伊

勢
海
老
、
淡
路
牛
、
淡

路
島
サ
ク
ラ
マ
ス
、

鱧
、
フ
グ
な
ど
旨
い
も

の
を
選
び
放
題
で
あ

る
。

　

活
造
り
「
鯛
」
コ
ー

い
た
だ
き
『
鳴
門
海
峡
』
を
口
ず

さ
み
な
が
ら
、
う
ず
し
お
温
泉
に

浸
か
っ
て
下
さ
い
」
と
の
コ
メ
ン

ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

「
う
め
丸
」
は
鯛
の
宿
と
も
言

わ
れ
る
。「
う
め
丸
」
発
祥
の
淡

路
島
名
物
料
理
・
鯛
の
宝
楽
焼
が

有
名
で
あ
る
が
、
創
業
以
来
続
く

鯛
の
活
造
り
、
鯛
の
う
す
造
り
盛

り
、
鯛
の
ア
ラ
煮
な
ど
も
楽
し
め

る
。
水
槽
か
ら
揚
げ
て
す
ぐ
に
さ

力
揚
湯
）

ｐ
Ｈ
：
７
・
55

ラ
ド
ン
（Rn

）
含
有
量
：
５
・

59
ベ
ク
レ
ル
／
kg

ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
（Na +

）：
１

４
２
０
mg
／
kg

炭
酸
水
素
イ
オ
ン
（HCO

3 -

）：

４
０
４
０
mg
／
kg

塩
化
物
イ
オ
ン
（Cl -

）：
32
・
４ 

mg
／
kg

加
温
あ
り

循
環
ろ
過
装
置
：
使
用

塩
素
系
薬
剤
：
使
用

ス
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
付
き
出
し
、

酢
の
物
、
鯛
の
活
造
り
、
鯛
と
サ

ザ
エ
の
宝
楽
焼
、
有
頭
海
老
て
ん

ぷ
ら
、
お
し
の
ぎ
、
鯛
の
あ
ら

煮
、
吸
物
、
御
飯
、
香
の
物
、
デ

ザ
ー
ト
で
、
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

知
ら
ぬ
間
に
満
腹
と
な
り
、
幸
せ

の
絶
頂
に
達
し
た
。

　

美
食
三
昧
の
後
に
も
、
ト
ロ
ト

ロ
、
ヌ
ク
ヌ
ク
湯
を
楽
し
み
、
ス

ッ
キ
リ
満
足
し
た
。

 

【
西
区　

前
田　

達
生
】

源
泉
名
：
う
ず
し
お
温
泉

湧
出
地
：
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
伊

加
利
字
杖
田
１
１
９
４
―
４
番
地

泉
質
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
炭
酸
水
素

塩
泉
（Na-HCO

3

泉
）、
低
張
性
、

弱
ア
ル
カ
リ
性
、
低
温
泉

知
覚
試
験
：
無
色
、
透
明
、
無

臭
、
金
気
、
僅
か
に
塩
味

温
度
：
27
・
８
℃
（
気
温
21
・
５

℃
）

湧
出
量
：
64
ℓ
／
分
（
掘
削
、
動

うめ丸名物の鯛とサザエの宝楽焼

前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり

湯 宿 旅湯 宿 旅
㉔㉔

淡
路
島
・
う
ず
し
お
温
泉

う
め
丸

う
め
丸
（
下
）

（
下
）

淡路島うずしお温泉うめ丸
〒656－0661
兵庫県南あわじ市阿那賀1137－９
電話：0799－39－0206
FAX：0799－39－0341
URL：http://www.umemaru.co.jp/
E-mail：tai@umemaru.co.jp

エリキュース錠の減点・復活事例
〈患者〉国保・80歳女性
〈診療年月〉2021年７・８月
〈主な傷病名・診療開始日〉
（主）非弁膜症性心房細動　2016年４月
　僧帽弁狭窄兼閉鎖不全症　2015年２月
　大動脈弁閉鎖不全症　2015年２月
　うっ血性心不全　2015年11月
〈主な請求内容〉
　再診料　73×１
　特定疾患療養管理料　225×１
　エリキュース錠2.5mg　２錠　26×28　（院内処方）
〈減点内容〉
　エリキュース錠2.5mg　２錠　26×28
　※Ｃ項査定（Ａ・Ｂ以外の医学的理由）
〈協会コメント〉
　非弁膜症性心房細動が主病の患者に対するエリキュース錠2.5mgの処方
は妥当であると考えられますので、処方理由を記載の上、再審査請求され
てはいかがでしょうか。
〈再審査請求コメント〉
　非弁膜症性心房細動があり、BNP200台の高値も続いており、必要性が
あるものと考え処方しております。心胸比も60％以上が続いております。
〈再審査請求結果〉
　復活

審査･指導相談日 ●６月９日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1840まで、
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。 
※『月刊保団連』同封の「保険審査相談用紙」をご利用ください。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第２００５号 （４）２０２２年(令和４年)５月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 529 小児救急外来　ただいま診断中！

兵庫県立こども病院　救急科　　竹井　寛和先生講演

　講演した内容のうち、小児の発熱
と異物誤飲の初期対応の原則につい
て概説します。

発熱している子どもの初期対応
原則１．見た目が悪ければ即介入す
る
　発熱している児で「なんだか危な
い、危険だ」と直感的に判断した場
合、その児が重症感染症である可能
性は高い（陽性尤度比22.4）と言わ
れています。見た目が悪い、なんだ
か危ないと直感的に思ったらその直
感を信じて人を呼び、モニターを装
着し、酸素投与をしながら、速やか
に気道・呼吸・循環などの一次評価
に移りましょう。
原則２．ショックかどうか？を検討
する
　発熱を呈する小児に対しては、す
べての児で必ず末梢循環不全の兆候
がないかを慎重に評価します。SIRS
の基準項目に準じて、心拍数や呼吸
数が＋2SDを超えて逸脱しているか
どうかを評価します。
　感染症に起因するSIRS、いわゆ
る敗血症かもしれないという懸念が
あれば、循環不全徴候として、CRT
（capillary refilling time）、末梢冷
感、皮膚色、網状チアノーゼなども
参考になります。発熱している児で
ショックがあれば、多くは敗血症性
ショックです。日本版敗血症診療ガ
イドラインに沿って、静脈路確保

後、等張液のボーラス投与、血液培
養の採取、抗菌薬投与を行い、継続
的な集中治療管理が可能な施設へ搬
送します。
原則３．年齢による基準でdisposition
を決める
　生後３カ月未満の乳児は、その免
疫学的未熟性から重症細菌感染のリ
スクが高いことが知られており、30
年以上前からさまざまなクライテリ
アが開発されていました。2021年８
月にPediatricsという雑誌に発表さ
れた、“Evaluation and Management 
of Well-Appearing Febrile Infants 8 
to 60 Days Old”に日齢60未満の発
熱児のマネジメントがまとまってい
ます。日齢60以上の小児では、鑑別
疾患とマネジメントを考える上で、
以下の二つの原則が重要になりま
す。
原則４．必ずワクチン接種歴を確認
する
原則５．年齢に応じて熱源を探すた
めの身体診察を行う
　予防接種のうち、特に肺炎球菌ワ
クチンとHibワクチンは必ずチェッ
クします。生後36カ月未満の乳幼児
で、熱源を示唆する所見がなくワク
チンをしっかりと接種している場
合、有熱期間で大きくアプローチが
変わります。５日以上発熱が続けば
川崎病を筆頭に、精査が必要な疾患
ではないかを確認します。有熱期間
が５日未満であれば、「尿路感染症

ではないか？」にフォーカスをあて
ます。乳幼児における尿路感染症の
背景に先天性尿路奇形の存在がある
ため、その疫学は成人の尿路感染症
とは異なります。嘔吐・不機嫌など
の非特異的な症状であることも多い
ため、下記の条件を満たせば積極的
に尿検査を行っても良いでしょう。
・ 熱源不明の２歳未満の小児で、腋
下温38.5度以上が24時間以上続い
ている場合
・ 黄疸、恥骨上部の圧痛、腹痛、背
部痛、頻尿・排尿時痛がある場合
・ 腎泌尿器系の異常が指摘されてい
る場合
・ 過去に尿路感染症の既往がある場
合
　尿路感染症による敗血症性ショッ
クも度々経験します。見た目の異常
がある場合やショックと判断した場
合にも、熱源として考えましょう。
３歳以上の小児で見逃してはいけな
い感染症は多岐にわたります。小児
で比較的よく経験する原因として、
川崎病、咽後膿瘍、骨髄炎などがあ
ります。鑑別に挙がる疾患が小児の
どの年齢層で多いのか、その特徴的
な身体所見は何かを押さえておくと
良いと思います。

誤飲した子どもの初期対応
原則１．“症状・部位・もの”の３要
素で考える
　まず、気道閉塞症状があれば緊急
摘出の適応です。食道閉塞を示唆す
る摂食拒否、嚥下困難、流涎、胸骨
後部痛などが続いているかどうかも
重要です。通常原因物が胃以下まで
進んだ場合は無症状となりますが、
腸閉塞や消化管穿孔が生じれば腹
痛、嘔吐などの強い消化器症状を認
めます。
　「誤飲したものが今どの部位にあ
るか？」に関しては、食道、胃・十
二指腸、腸管という三つの部位に分
けて考えます。食道に停滞する場合
には緊急または準緊急に摘出する可
能性が高いですし、胃・十二指腸に
ある場合は原因物によっては緊急摘
出も考慮します。部位診断のスタン
ダードはＸ線検査ですが、近年は超
音波検査も使用されています。

原則２．Red flagとなる危険なも
のを知っておく
　危険な原因物として、ボタン電
池、複数個の磁石、鋭利な物体、５
cm以上の長い物体、高吸収性ポリ
マー（水で膨らむビーズ）がありま
す。ボタン電池のうち、リチウム電
池は極めて危険度が高く、食道内・
胃内に停滞している場合は原則全身
麻酔下に緊急内視鏡的摘出術を行い
ます。「CR2025」、「CR2032」 など
という表記がなされていますが、頭
文字のＣはリチウム電池を示してい
ます。複数個の磁石も消化管穿孔や
穿通のリスクが高いと言われ、特に
近年磁力が強い磁石が安価で手に入
れられるようになり、誤飲事故が増
加しているという報告もあります。
　危険な原因物として１錠でも飲む
と致死的な薬剤（One pill can kill 
a child）も覚えておきましょう。
Ca拮抗薬、抗不整脈薬、SU薬、抗
精神病薬などが知られており、祖父
母や両親の内服薬を誤って飲んでし
まうリスクがあります。チャイルド
レジスタンス機能の容器に入れ替え
ておくなどの工夫で予防できます。
また、工業用アルカリ洗浄剤など組
織の腐食作用が強い液体も危険で
す。誤飲してしまった場合、無症状
であっても経過観察入院が望ましい
と言われています。
原則３．事故予防やホームケアに使
えるツールがある
　事故予防に使えるツールとして、
日本小児科学会の「Injury Alert（傷
害速報）」があります。実際に報告
いただいた子どもに生じた傷害が事
実に沿って掲載され、傷害予防に関
するコメントが記載されています。
また、ホームケアの助けになるサイ
トとして「教えて！ドクター」があ
ります。佐久医師会や佐久総合病院
の小児科医が中心となって作成し
た、こどもたちの健やかな成長と育
児の不安を解消する、保護者向けの
情報サイトです。小児科医が監修し
ており、情報の根拠もしっかりして
いるため重宝しています。
（2021年11月27日、診療内容向上研
究会より）

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンの期間を延長しま
した。通常より年0.4
％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、
手数料も通常より優遇
していますので、ぜひ
ご利用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2022年５月１日現在
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